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『すなおで かしこく たのもしく 』  

～人間性豊かでたのもしい子～ 
 

 

 

 

 

種から実へ、ゆっくり育つ夏 

７月に入りました。今年の１学期は例年より涼しい日が続き、子どもたちは熱中症を

気にせず、落ち着いて学習に向かうことができています。 

先日、民生委員の方が学校での会議後、ビワの実を分けてくださいました。「36年前、

息子が辻堂小の 1 年生だったときに給食のビワの種を持ち帰

り、庭に植えたら実がなるようになった」というのです。出席

者からは歓声が上がり、長い年月を経て実を結んだ喜びが広

がりました。昔は給食にビワが出ると「種を嬉しそうにとって

おき、植えたら実がなりますか？」とよく聞かれたものです

が、本当に成功した話を伺ったのは初めてで感動しました（残

念ながら、今は給食にビワは出ません）。 

実は我が家にも、幼い頃の思い出から植えた 1 本のイチジク

の木があります。イチジクの木に昆虫がよく集まっていたこと

や、採って食べるととても美味しいことを覚えていて、軽い気持

で 10年前に 50ｃｍほどの苗木を買ったのです。細い苗木は、こ

の数年で急に大きくなり、今では３mを超え、夏に心地よい日陰

を作ってくれます。昨年は 50個ほどの実がなり、ジャムなどに

して楽しみました。今年は涼しさのせいか、青い実がゆっくりと

熟すのを待っているところです。     ３６歳のビワの木→ 

毎朝、1年生がペットボトルを手にアサガオの水やりへ向かう

小さな背中には、とても頼もしさを感じます。毎日少しずつ姿を変えていく植物の変化

を見守ることには、大きな尊さがあります。夏休みは、家にある植物や学校から持ち帰っ

た鉢の成長をじっくり見守る良い機会です。 

まもなく始まる夏休み。時間の使い方を自分で決められるからこそ、次のような“朝

の習慣”を暮らしに取り入れてみてはいかがでしょうか。 

• 朝、植物に水をあげる    ・ラジオ体操やテレビ体操をする 

• 読書をする         ・朝のお手伝いを決めてやる 

こうした習慣は生活リズムを整え、心と体を自然と健やかにしてくれます。植物が毎日

少しずつ育つように、子どもたちの心と体も、この夏に豊かに育ってほしいと願っていま

す。私も毎朝のイチジクの水やりと収穫を励みに、充実した夏を過ごすつもりです。 

アビスパ福岡のＪリーガー 見木友哉（みき ともや）選手からサッカーボールの寄贈 

がありました。本校の卒業生です。見木選手を応援しましょう。ありがとうございます。      

裏面あり 

２０２６年７月６日 

藤沢市立辻堂小学校 

校長 納富 崇典 



教育文化講演会が開催されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで学ぶ学習会が開催されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤沢市教育文化センター 教育文化講演会  

探究する心を育てるために 
～身近な疑問が出発点に～ 

なぜ鳥たちは群れをつくるのでしょう。インコはなぜ、人間の言葉

をまねするのでしょう。私たちが普段、何気なく見ているスズメやツ

バメやカラスなどの身近な鳥たちも、その生活を深く知れば知るほ

ど、分からないことがいっぱい出てきます。 

さて、探究することそのものを楽しむ心は、どのように育んでいけ

ばよいのでしょう。鳥の研究の第一人者である、日本野鳥の会会長・

立教大学名誉教授の上田先生のお話から一緒に考えていきましょう。 

と き  8 月１９日（水）14:00～16:00 

（入場無料 手話通訳有） 

ところ  湘南台文化センター 市民シアター 

定 員  ６00 人 

申込方法 二次元コードもしくは電話 

申込み  7 月２４日（金）～8 月５日（水） 

申込フォーム（二次元コード）より 

電話 Tel（50）8300 

受付 平日 8:30～17:00 

［講師］ 上田 恵介 氏 

 

動物行動学・進化生態学・鳥類学を専門と

し、環境問題の研究にも取り組んでいらっし

ゃる第一人者です。野鳥を知ることを通じ

て、自然全体を知ることの大切さ、守ること

の重要さ、そして自然の生態系の仕組みなど

を広く伝えています。研究者としての豊富な

経験から語られるお話は、やわらかくわかり

やすい解説として、「NHK ラジオ子ども科

学電話相談」や、テレビ番組「ダーウィンが

来た」でもおなじみです。 

 


